
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳ドックで健康チェック！ 

脳ドックとは？ 

40～50 歳代の働き盛りによく起こるクモ膜下出血は、脳動脈瘤（血管のこぶ）の破裂が原因で、死亡率が高く、

一命を取り留めても後遺症を残すことが多い病気です。 

脳ドックは、未破裂の脳動脈瘤を発見し、破裂前に治療することを目的として行っています。 

受診を希望される人は、脳ドックの目的を充分認識し、未破裂動脈瘤が見つかった場合の対応も考慮に入れて 

検査に臨んでください。 

対 象 者： 今年度、40・45・50・55・60・65・70 歳に到達する者のうち、下記のいずれかに該当する者 

・鳥取市国民健康保険被保険者 ※前年度分までの国保料完納が条件です。 

・社会保険等の被扶養者、任意継続者 ※社会保険等の被用者保険本人は対象ではありません。 

・生活保護世帯の人 

検 査 項 目： MRI 検査、身長、体重、血圧、脈拍 など 

自己負担金： 鳥取市国民健康保険被保険者…７,２００円（市民税非課税世帯は ２，２００円） 

社会保険等の被扶養者、任意継続者…８,０００円（市民税非課税世帯は ３，０００円）  

※生活保護世帯の人は、自己負担金無料。 

脳ドックの対象や内容 

受診に関する注意事項 

・脳ドックは症状のない人を対象に行っています。頭痛、めまい、吐き気などの症状や、前回の検査結果で精密検査 

を勧められた人は、ＭＲＩやＣＴの設備のある医療機関を直接受診してください。 

・心臓のペースメーカーを使用している人は、受診できません。 

・体内に金属を入れている人は、検査ができないことがあります。あらかじめ主治医や検診実施医療機関にご相談 

ください。 

・化粧の種類（ラメ入りのもの、アートメークなど）ボディアート等によっては熱傷の恐れがあるため受診できない 

場合があります。マニキュア・ジェルネイルも検査当日までに除去してください。 

脳ドックの受け方や実施医療機関については裏面をご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の脳ドックはどうやって受けたらいいの？ 

3 受診をする （検診期間は令和８年７月１日～令和９年２月２８日） 

予約日に次のものを必ず持って受診。 

【持ち物】 

保険資格が確認できるもの（マイナ保険証等）、自己負担金、受診に必要な書類※ 

※窓口はその場で、電子申請は郵送でお渡しします。また、医療機関からの書類は事前にご確認ください。 

２ 市へ申込手続き （①または②の方法で手続き） 

①窓口で手続き： 

申込受付： 令和８年６月２４日（水） ８：３０～ 

申込期限： 受診日の１か月～１週間前まで（土日祝を除く） 

申込窓口： 健診推進室 または 各町総合支所市民福祉課 

持 ち 物： 保険資格を確認できるもの（マイナ保険証など） 

②電子申請で手続き： 

申込受付： 令和８年６月１日（月） ８：３０～ 

申込期限： 受診日の２週間前まで（土日祝を除く） 

電子申請手続きはこちら↑ 

【問い合わせ先】 

 鳥取市保健所 健康づくり推進課 健診推進室    ☎ 電話：0857－20-0320 

１ 医療機関へ予約 

ご希望の医療機関（下記一覧） に 直接連絡し予約 

鳥取県立中央病院 鳥取生協病院 鳥取市立病院 

電話：0857-2５‐１９１６ 電話：0857-２５‐０６２６ 
電話：0857-37-15４０ 

※国保人間ドックとセットのみの実施 

鳥取赤十字病院 鳥取医療センター おおたけ脳神経・漢方内科クリニック 

電話：0857-２９‐５０３０ 電話：0857-59-1111 電話：0857-28-7025 

 ※令和８年４月１日現在。実施医療機関は年度途中で変更になることがあります。 

【 脳ドック実施医療機関 】 

医療機関への 

予約開始は 

６月１日から 


